
教職に関する科目における取組（全免許種）

医療福祉学部　医療福祉学科（特支一種免（聴・知））

⑥教員の養成に係る教育の質の向上に係る取組に関すること

【1】教員としての資質・能力の向上に関する観点
・教員として必要な資質・能力の全国的な水準を確保するため、教職課程コアカリキュラムの目標に到達できうるシラ
バスの設計及び岡山県内のニーズ・大学の独自性等を踏まえた体系的な教職課程を編成している。
・教職履修カルテ（学修ポートフォリオ）を活用して、教職課程コアカリキュラムの目標及び内容の理解に対する自己
評価ができる支援を行っている。
・複数学科（免許種）・学年が受講する科目の授業では、多様な価値観を知り、共有し、自身が目指す免許種を相対
化する目的から、さらには、学生の能動的な学びを促すため、講義形式に留まらずグループワークを中心とした演習
活動を積極的に導入し、指導体制の工夫を行っている。
【2】学校現場における実践的指導力の向上に関する観点
・現代の学校・児童生徒・教職員・保護者等が抱えている諸課題に対する理解を深めるため、担当教員による授業だ
けでなく、視聴覚教材やゲスト講師（現職教員、地域ボランティア等）等を活用している。
・教育委員会が実施する各種学校支援ボランティア事業や教師養成塾等を通じて、教職を目指す学生と学校・教育
委員会との関係強化を図っている。
・4年次科目「教職実践演習」において、倉敷市教育委員会より講師を招聘し、岡山県や倉敷市のニーズを踏まえた
授業内容の充実を図っている。
【3】進路支援・採用試験対策に関する観点
・具体的な教員の職務イメージが持てるよう、比較的若い教諭（本学卒業生）をゲスト講師として依頼し、実体験に基
づく講話と質疑応答を通じて、教職への理解を深める機会を設けている。
・岡山県・岡山市教員等育成協議会に出席し、養成・採用・研修を見通した資質能力を育成する教職課程認定大学
としての役割を果たしている。
【4】教職課程の現状と課題に関する観点
・教職課程を持つ学科の担当教員間で、学生の状況、授業内容、学生指導の方針や方法等に関する情報交換・共
有を図っている。
・教職志望学生が減少傾向にあるため、教職の魅力発信の強化やサポート体制の充実を図っていく必要がある。

医療福祉学部　医療福祉学科（高一種免（福祉））

【1】教員としての資質・能力の向上に関する観点
　授業は、対話的な双方向性のやり取りと実践的な取組を取り入れ、アクティブラーニングとなるように進めている。
特別支援学校での職務形態を踏まえ、コミュニケーション能力や社会性・協調性を向上させたりできるようにペア
ワークやグループワークを多く取り入れている。
【2】学校現場における実践的指導力の向上に関する観点
　特別支援教育実習では、学生が実習を通しての成果とともに課題に気付き、前向きに課題に取り組むことができる
よう、実習校と連携することでより適切な指導を行うようにしている。また、特別支援学校でのボランティア活動の情
報を分かりやすく整理して情報提供するとともに、その意義や活動の説明及び申し込みのサポート等を行っている。
【3】進路支援・採用試験対策に関する観点
　本学卒業生で現職の特別支援学校教員との相談会を3年次に実施している。教師を目指す学生にとって、具体的
な仕事のイメージを持つことや、採用試験への取組に向けた助言を得ることなど、身近で現実的な相談の機会となっ
ている。採用試験対策としては、筆記試験、面接やグループワークなどについて、教職課程支援室の複数の先生方
の指導を受けたり、他学科の学生と一緒に学んだりすることがことができるように支援した。
【4】教職課程の現状と課題に関する観点
　採用試験教職科目のほとんどが3年次以降の開設となっている。大学3年次での採用試験の実施が増加傾向であ
ることをふまえ、特別支援学校教員を目指す学生については、意識を高めて計画的な取組ができるように、大学教
員が連携を取りながら積極的に言葉かけや相談を行った。

医療福祉学部　医療福祉学科　ソーシャルワークコース（高一種免（福祉））

【1】教員としての資質・能力の向上に関する観点
【2】学校現場における実践的指導力の向上に関する観点
【3】進路支援・採用試験対策に関する観点
　1年次のみの在籍のため、実績なし。
【4】教職課程の現状と課題に関する観点
　教員免許取得に関係する学修は、2年次秋学期から開始する。そのため、1年次には、教員免許取得を検討する学
生に対し、教職共通科目の履修を促す指導を行っている。

【1】教員としての資質・能力の向上に関する観点
　社会福祉士養成のカリキュラムと教職科目を並行して履修することにより、福祉に関する知識を習得し専門性の高
い教員を養成することができる。教材研究では、高校生の興味関心を引き出す工夫や、深く考察できる教材を検討し
てる。また、ICT活用、アクティブ・ラーニングを意識した模擬授業を実施している。
【2】学校現場における実践的指導力の向上に関する観点
　福祉系高校の授業参観することにより、具体的な指導や生徒との関わり方を学ぶことができる。教職に就いている
卒業生との交流できる就職相談会を設け、卒業後の進路を見通し、大学生活での学びを深める貴重な機会となって
いる。また、高大連携事業を利用して、学生と福祉を学ぶ高校生がグループ学習を通じて協働する機会を設けてい
る。高校生に教える体験を通じて、自身の知識や理解を再確認し、指導力やコミュニケーション能力を高めることが
できる。
【3】進路支援・採用試験対策に関する観点
　教員採用試験受験希望学生を対象に、採用試験対策を実施している。学生が受験する都道府県の出題傾向を分
析し、面接や模擬授業、グループワークなどを実施し、学生の弱点克服と強み伸長の両面からサポートしている。
【4】教職課程の現状と課題に関する観点
　高等学校福祉の教員免許取得希望学生数は、依然として少ない状況である。しかし、福祉教育への関心を持つ学
生は毎年一定数いる。社会福祉士養成の専門科目と教職課程の科目の両立に困難を感じる学生に対し、履修指導
体制を整えていく。



医療福祉学部　医療福祉学科　初等・特別支援教育コース（特支一種免（視・聴・知・肢・病））

医療福祉学部　医療保育学科（幼一種免）

医療技術学部　臨床栄養学科（栄教一種免）

【1】教員としての資質・能力の向上に関する観点
・指導上の工夫
  授業や実習指導において、実践を想定した上での指導案作成演習や模擬保育、ICTを活用した教材作成演習を行
い、幼稚園教諭としての資質能力の向上を図る。
【2】学校現場における実践的指導力の向上に関する観点
・教育実習の巡回指導
　教員が実習巡回指導を行うことにより、幼稚園教育の現場への理解を深めるとともに、実習生の学びや成長の状
況を把握し、関連する他の教科の指導に生かす。実習を核として、教科間並びに教員間の連携を強化し、実践力の
ある幼稚園教諭の養成を実現していく。
・幼稚園等における演習やボランティア
　学内における実践的な演習に加え、学校法人川崎学園かわさきこども園において実際の幼児と関わる演習活動を
実施する。また、近隣の幼稚園等も含めボランティア活動を推奨し、幼児と実際に関わる機会を大切にして、幼児の
理解と実践力の向上を図る。
【3】進路支援・採用試験対策に関する観点
・進路支援
　採用試験では実技を伴う試験や模擬保育などが実施されることもあるため、学科教員の専門性を活かした実技指
導を行い、就職対策を実施する。
【4】教職課程の現状と課題に関する観点
・ガイダンスの実施
　ほとんどの学生が教員免許状取得を希望するため、入学時ガイダンスにおいて教職課程の概要と履修モデルを説
明するとともに、毎学期のガイダンスにて各学年に応じた当該年度の履修内容等について指導する。

【1】教員としての資質・能力の向上に関する観点
　授業は、対話的な双方向性のやり取りと実践的な取組を取り入れ、アクティブラーニングとなるように進めている。
特別支援学校での職務形態を踏まえ、コミュニケーション能力や社会性・協調性を向上させたりできるようにペア
ワークやグループワークを多く取り入れている。
【2】学校現場における実践的指導力の向上に関する観点
　1年次では、特別支援教育に係る講義は少ないが、3年次の教育実習でも活用できるように、手話や点字などによ
る障害特性に応じたコミュニケーション力を身に付けることができるように実践的な授業を行った。また、映像を多く
活用し、実際の特別支援学校での取組や活用が分かりやすくなるようにした。ボランティア活動の情報についても、
分かりやすく整理して情報提供するとともに、その意義や活動の説明及び申し込みのサポート等を行っている。
【3】進路支援・採用試験対策に関する観点
　採用試験対策として、教員採用試験の概要について理解し、具体的な見通しを持つことができる授業を行った。ま
た、採用試験に関する情報について、随時情報提供を行った。
【4】教職課程の現状と課題に関する観点
　学生数が少ないため、特別支援学校教諭の免許状の取得を目指す学生がいない。

医療福祉学部　医療福祉学科　初等・特別支援教育コース（小一種免）

【1】教員としての資質・能力の向上に関する観点
　系統的な教職基礎分野や発達障害分野の科目の学修に加え、教科指導の学修においては、アクティブラーニング
や特別支援教育の視点、ICT活用指導に重点を置き、1年次より、実践的な学習ができるよう、演習を多く取り入れ授
業を行っている。また、医療福祉分野の専門性も学修し、教師力を高めている。
【2】学校現場における実践的指導力の向上に関する観点
　1年次には母校の小学校で学校現場を知る「学校探訪」を実施している。具体的には、授業観察や学級観察、小学
校教員へのインタビュー等を1日間（終日）訪問し実施し、訪問後はレポートとしてまとめ、報告会で発表してもらって
いる。
【3】進路支援・採用試験対策に関する観点
　1年次から採用試験についての意識向上を図る取り組みを行っている。大学3年生向け選考への対策を進めるた
め、試験の実施概要や過去問の確認など、今後の見通しを持つことができるよう工夫している。
【4】教職課程の現状と課題に関する観点
　開設初年次であったが、今後も、担当教員の増員、教育委員会との連携協力の深化を図りながら、完成年度に向
けてより一層教職の充実を図っていく必要がある。

　主に、下記内容を実施し、それぞれの観点の能力の向上、進路支援、課題への対策を行った。
【1】教員としての資質・能力の向上に関する観点
・21週間にわたる長期の臨地実習を介した多様な対象者との関わりを通して、コミュニケーション能力や対象者に合
わせた教育内容や手法の検討と実践
＊臨地実習では、医療機関だけでなく、福祉施設、保育園や支援学校、市町村と連携し、乳幼児から高齢者、一次
予防から三次予防に至るまで幅広い年齢層、幅広い健康状態の対象者と関わる。
・ICT機器を取り入れた模擬授業の実施
・卒業生が作成した栄養教育に関する指導案のデータベース化と下級生への共有
・栄養教育に関する討議の場の確保
【2】学校現場における実践的指導力の向上に関する観点
・学校あるいは栄養教育に関するボランティアへの参加の推進
・学校栄養教育実習の実施をもとに、栄養教諭としての栄養教育の実践と振り返りによる学びの深化
以上【1】・【2】の内容を介して、栄養教諭としての学齢期の子どもに対する指導方法や指導内容の質の向上に役立
てている。
【3】進路支援・採用試験対策に関する観点
・栄養教諭や学校栄養職員の採用試験等の情報共有を行っている。
【4】教職課程の現状と課題に関する観点
・栄養教諭一種免許取得希望学生確保のための勧誘や、他学年の学生間交流機会の確保を進めている。



医療技術学部　健康体育学科（中一種免（保健体育））・（高一種免（保健体育））

医療技術学部　健康体育学科（高一種免（保健））

【1】教員としての資質・能力の向上に関する観点
　本学科では、教職課程において、1年次から4年次まで教職科目を体系的に配置し、学生の主体的・対話的な学修
を重視したカリキュラム編成を行っている。教職科目の指導においては、教材研究や模擬授業の実践を重視し、ICT
の利活用やアクティブ・ラーニングを取り入れることで、授業力の向上を図っている。
　また、3年次・4年次は、教育実習を見据えた模擬授業の実践と振り返りを通して、授業実践に必要な視点を整理す
る指導を行っている。さらに、教職ガイダンスを通じて、履修カルテを活用した個別指導を実施し、学生一人ひとりの
適性や学修状況に応じた教職指導に取り組んでいる。
　これらの取り組みにより一定の成果は見られるものの、学生の教職に対する理解や学修状況には個人差が見られ
る。今後は、教職科目の関連性や学修成果をより明確に示し、学生自身が成長を自覚できるような体系的な指導・
評価の在り方について、さらなる検討が必要である。
【2】学校現場における実践的指導力の向上に関する観点
　学校現場における実践的指導力の育成を目的として、教育実習を中心に、巡回指導や実習校との連携を重視した
指導体制を整えている。教育実習期間中は、授業参観や指導教員・実習生との面談を実施し、実践的な助言を行っ
ている。
　また、学校支援ボランティアやインターンシップ活動を推奨し、学生に対して学校現場での体験の場を提供してい
る。活動後には、担当教員を含めた振り返りの機会を設け、学修内容の整理や共有を行っている。さらに、学科就職
セミナーにおいては、現職教員や卒業生を招いた講話や交流の機会を設け、外部人材と連携した教員養成を行って
いる。
　学校現場での多様な実践経験は得られているものの、それらの経験を学生の学修成果として体系的に整理・蓄積
する仕組みについては、十分とは言えない。今後は、教育実習やボランティア活動等を通じた学びをより効果的に共
有・可視化し、実践的指導力の向上につなげる工夫が必要である。
【3】進路支援・採用試験対策に関する観点
　教員就職率の向上を目指し、教員採用試験を見据えた支援を継続的に行っている。具体的には、筆記試験対策、
模擬授業の実践、面接やグループディスカッション対策を実施するとともに、個別面談を通したきめ細かな進路指導
を行っている。
　また、学生同士による協同学習の機会を設け、相互に学び合う環境の整備にも取り組んでいる。これらの取組は、
教職員間の連携・協働のもとで実施している。
　進路希望や採用試験に対する意識には学生間で差が見られることから、支援内容のさらなる個別化が課題であ
る。今後は、学生一人ひとりの状況に応じた進路支援の在り方について、教職員間で情報共有を図りながら、より効
果的な支援体制の構築を目指す。
【4】教職課程の現状と課題に関する観点
　本学科では、これまで教員免許状取得を希望する学生に対し、複数の免許・資格取得を可能とする教育課程を編
成し、学生の多様な志向に対応してきた。また、教職ガイダンス等を通じて、教職志望理由の把握や履修状況の確
認を行い、教職課程の円滑な運営に努めている。
　近年、教員免許状取得希望学生数や教職志望の動向に変化が見られることから、教職課程の在り方や指導体制
について、継続的な検討が必要な状況にある。今後は、学生数の動向や履修状況を踏まえつつ、カリキュラム編成
や組織・体制、FD・SDの取組を含めた教職課程運営上の課題について、組織的に検討していく必要がある。

【1】教員としての資質・能力の向上に関する観点
　本学科では、教職課程において、1年次から4年次まで教職科目を体系的に配置し、学生の主体的・対話的な学修
を重視したカリキュラム編成を行っている。教職科目の指導においては、教材研究や模擬授業の実践を重視し、ICT
の利活用やアクティブ・ラーニングを取り入れることで、授業力の向上を図っている。
　また、3年次・4年次は、教育実習を見据えた模擬授業の実践と振り返りを通して、授業実践に必要な視点を整理す
る指導を行っている。さらに、教職ガイダンスを通じて、履修カルテを活用した個別指導を実施し、学生一人ひとりの
適性や学修状況に応じた教職指導に取り組んでいる。
　これらの取り組みにより一定の成果は見られるものの、学生の教職に対する理解や学修状況には個人差が見られ
る。今後は、教職科目の関連性や学修成果をより明確に示し、学生自身が成長を自覚できるような体系的な指導・
評価の在り方について、さらなる検討が必要である。
【2】学校現場における実践的指導力の向上に関する観点
　学校現場における実践的指導力の育成を目的として、教育実習を中心に、巡回指導や実習校との連携を重視した
指導体制を整えている。教育実習期間中は、授業参観や指導教員・実習生との面談を実施し、実践的な助言を行っ
ている。
　また、学校支援ボランティアやインターンシップ活動を推奨し、学生に対して学校現場での体験の場を提供してい
る。活動後には、担当教員を含めた振り返りの機会を設け、学修内容の整理や共有を行っている。さらに、学科就職
セミナーにおいては、現職教員や卒業生を招いた講話や交流の機会を設け、外部人材と連携した教員養成を行って
いる。
　学校現場での多様な実践経験は得られているものの、それらの経験を学生の学修成果として体系的に整理・蓄積
する仕組みについては、十分とは言えない。今後は、教育実習やボランティア活動等を通じた学びをより効果的に共
有・可視化し、実践的指導力の向上につなげる工夫が必要である。
【3】進路支援・採用試験対策に関する観点
　教員就職率の向上を目指し、教員採用試験を見据えた支援を継続的に行っている。具体的には、筆記試験対策、
模擬授業の実践、面接やグループディスカッション対策を実施するとともに、個別面談を通したきめ細かな進路指導
を行っている。
　また、学生同士による協同学習の機会を設け、相互に学び合う環境の整備にも取り組んでいる。これらの取組は、
教職員間の連携・協働のもとで実施している。
　進路希望や採用試験に対する意識には学生間で差が見られることから、支援内容のさらなる個別化が課題であ
る。今後は、学生一人ひとりの状況に応じた進路支援の在り方について、教職員間で情報共有を図りながら、より効
果的な支援体制の構築を目指す。
【4】教職課程の現状と課題に関する観点
　本学科では、これまで教員免許状取得を希望する学生に対し、複数の免許・資格取得を可能とする教育課程を編
成し、学生の多様な志向に対応してきた。また、教職ガイダンス等を通じて、教職志望理由の把握や履修状況の確
認を行い、教職課程の円滑な運営に努めている。
　近年、教員免許状取得希望学生数や教職志望の動向に変化が見られることから、教職課程の在り方や指導体制
について、継続的な検討が必要な状況にある。今後は、学生数の動向や履修状況を踏まえつつ、カリキュラム編成
や組織・体制、FD・SDの取組を含めた教職課程運営上の課題について、組織的に検討していく必要がある。



医療技術学部　健康体育学科（養教一種免）

医療技術学部　健康体育学科（特支一種免（肢・病））

【1】教員の資質・能力の向上に関する観点
　県内の特別支援学校の公開講座や公開研究会、特別支援学校との交流会等へ参加できるように情報共有を行
い、研究会等への参加につなげている。
【2】学校現場における実践的指導力の向上に関する観点
　講義においては実際の特別支援学校での授業動画や写真、障害のある児童生徒の特性がわかる動画教材等を
活用し、学校現場で求められる支援力や資質・能力が身に付く授業内容とし、さらにアクティブラーニングを取り入れ
た授業を行い、主体的で実践的な学びを提供している。また、特別支援学校における学習ボランティアを随時呼びか
け、多くの学生がボランティア活動に継続的に参加している。
【3】進路支援・採用試験対策に関する観点
　特別支援学校教諭を目指す学生に対しては、受験する都道県市に対応した試験対策を集団指導と個別指導を用
いながら学生の実態に応じた対策を実施し、過去3年間の4年生の受験結果は受験生22名全員1次試験を合格し、2
次試験の合格者は17名（77．3％）と高い合格率となっている。
【4】教職課程の現状と課題に関する観点
　特別支援学校教諭として働く学生だけでなく、特別支援の視点を持った保健体育科教諭や養護教諭の養成に取り
組み、実績を積み上げつつある。課題としては、通常学級でのインクルーシブ教育の実践についての学びがやや不
足していることと、学んだ知識・技能にプラスしてチームで支援していくことの実践力を身につける機会の提供の不足
があげられる。

【1】教員としての資質・能力の向上に関する観点
　教職科目における指導上の工夫：養護教諭一種免許状取得に向けては、医学領域（衛生学・公衆衛生学、救命救
急医学、保健看護学概論等）をコアとした指導が実施され、その上で、健康学あるいは体育学領域科目の選択が、
指導に反映されている。そのため、健康運動実践指導者資格の取得を組み合わせることをカリキュラム構成に反映
させ、生涯健康に寄与する「健康づくりのための運動指導のできる養護教諭」の養成を目指している。さらに、高校保
健を基礎免許とした特別支援教諭免許状と合わせたトリプル免許状を取得できる履修指導と単位修得に向けた支
援の充実を図っている。
【2】学校現場における実践的指導力の向上に関する観点
　養護実習の事前指導における演習・実習時間を担保し、一人一単位時間の模擬保健指導の実施（授業参観と評
価）、及び健康診断演習、救急処置実習等の授業を保障している。実習中は巡回指導のほか、毎週末に遠隔のグ
ループ反省会を開いて実習中の課題や成果を共有している。また、実習後は、履修生全員参加の反省会を開催して
学びの共有を図ると共に、個人指導により、実習校の評価、実習記録の確認を行うことで、理論と実践の往還を図る
ことができるようにしている。
　学校間連携の視点からは、学校におけるボランティアやインターンシップを推奨し、場や機会を提供している。活動
後は、学生の気づきや問題意識をもとにして、実務経験のある担当教員を含めたグループ討議を行っている（➀保
健室ボランティア活動、➁就学時健康診断の補助等）。
【3】進路支援・採用試験対策に関する観点
　養護教諭経験のある実務家教員の指導の下、養護教諭を目指す学生に対して、問題解決能力を高めるディスカッ
ションの場を定期的に設定したり、学生同士のピアサポート体制づくりを意識的に行い、養護教諭を目指す学生の縦
の関係づくりを積極的に進めている。採用試験対策では、月に2回程度「教員採用試験対策勉強会」を実施し、教職
員が協働して、受験する自治体に応じた面談、救急処置、保健指導等々の個別指導を行うとともに、1年生から参加
を促し、学年に応じた養護教諭に必要な専門知識の定着を図っている。
【4】教職課程の現状と課題に関する観点
　これまで195名が養護教諭一種免許状を取得しており（平成18（2006）年度から今年度（2025）取得見込みを含
む）、この内、94名が、養護教諭就職をかなえている。近年の傾向としては、学習の難易度の高さから、最終的取得
できる学生は、一桁台で推移している。しかしながら、健康体育学科で養護教諭を目指す意志の高い学生が取得で
きているため、今後も学生の満足度を担保しつつ、質の高い人材を輩出していくことを課題とする。



医療福祉学研究科　医療福祉学専攻（高専免（福祉））

医療福祉学研究科　医療福祉学専攻（特支専免（聴・知））

医療技術学研究科　健康体育学専攻（中専免（保健体育））・（高専免（保健体育））

医療技術学研究科　健康体育学専攻（養教専免）

医療技術学研究科　臨床栄養学専攻（栄教専免）

【1】教員としての資質・能力の向上に関する観点
　大学院における教職に関する指導では、教員免許取得の意義を改めて確認し、中学校・高等学校保健体育科教
諭に求められる社会的役割や専門性についての理解を深めることを重視している。特に、現代の学校教育が直面す
る課題を踏まえながら、保健体育科の教育の構造にも留意しつつ、免許制度の位置づけや教員の専門職性につい
て考察する機会として、グループワークを中心とした演習活動を積極的に導入している。
　これらの演習では、院生同士の意見交換や討議を通じて、多様な視点から教職の在り方を捉えることを促し、教育
実践を支える理論的理解の整理を図っている。また、ICT機器を活用した資料共有や討議支援を行い、主体的かつ
対話的な学修環境の整備に努めている。
【2】学校現場における実践的指導力の向上に関する観点
　学校現場の即戦力として求められる高度な専門的知識・技能の習得を目的として、「学校教育学演習」において学
校インターンシップを導入している。さらに、小学校・中学校・高等学校・特別支援学校における非常勤講師としての
勤務経験や、公開研究授業・研究協議会への参加を推奨し、理論と実践を結び付けて捉える機会を提供している。
　これらの経験を通して、授業構成力や生徒理解、指導上の課題への対応力を高めるとともに、学校組織の一員と
しての役割や責任についての理解を深めることを目指している。
【3】進路支援・採用試験対策に関する観点
　進路に関する不安や課題に対応するため、個別性を重視した支援体制を整えている。「総合教育センター教職課
程部門」と連携し、教員との個別面談をはじめ、院生同士あるいは教員を交えた討議の機会を設けることで、進路選
択やキャリア形成に関する相談に対応している。
　また、教員採用選考試験に向けた学習支援についても、院生の状況に応じて助言を行い、模擬的な協議や意見交
換を通して、専門性を踏まえた自己表現力の向上を図っている。
【4】教職課程の現状と課題に関する観点
　大学院における教職課程は、一人一人の背景に寄り添い、それぞれの志向や経験に応じた柔軟な指導が求めら
れている。一方で、院生の多様化に伴い、教職課程における学修内容や支援の在り方について、継続的な検討が必
要である。
　今後は、院生の履修状況や進路動向を踏まえつつ、指導体制や支援の方法について検証を行い、教職課程全体
の充実に向けた改善を進めていくことが求められる。

【1】教員としての資質・能力の向上に関する観点
【2】学校現場における実践的指導力の向上に関する観点
【3】進路支援・採用試験対策に関する観点
　栄養教諭専修免許取得資格の1つである栄養教諭一種免許保有者がいなかったため、実績なし。
【4】教職課程の現状と課題に関する観点
　学部学生において、栄養教諭一種免許取得希望学生が減少傾向である。
したがって、栄養教諭希望学生の確保のための勧誘や、他学年の学生間交流の機会の確保などを進めている。

【1】教員としての資質・能力の向上に関する観点
【2】学校現場における実践的指導力の向上に関する観点
【3】進路支援・採用試験対策に関する観点
　履修者がいなかったため、実績なし。
【4】教職課程の現状と課題に関する観点
  高等学校福祉の教員免許取得希望学生数は、依然として少ない状況である。

【1】教員としての資質・能力の向上に関する観点
　特別支援教育を担う教師として必要な資質向上を目指した指導・支援を個別に行う。
①特別支援教育を担ってきた実務家教員による事例検討等の指導を受ける。
②学生同士のPBL（Proｊect-Based　learning）によるアクティブ・ラーニングやグループディスカッションの機会を設け
る。
【2】学校現場における実践的指導力の向上に関する観点
　特別支援学校の授業や主要な行事における教育支援ボランティアや、障害のある幼児児童生徒が利用する地域
の児童デイサービスや日中一時支援事業等へのフィールドワークを行う。また、メンタルヘルスリテラシ―を習得する
機会として、中学校における精神保健教育サポーターや精神障害当事者との交流サロンへの参画を通じて、当事者
理解を深める。
【3】進路支援・採用試験対策に関する観点
  1年次より、県内外の特別支援教育や特別支援学校の授業研究会や公開講座、学術研究会、及び本学の自閉症
特別講座等を紹介し、学びの機会を広げる。また、修士課程における研究を推進するために、特別支援学校や特別
支援学級に関する情報提供を行う。
【4】教職課程の現状と課題に関する観点
  特になし。

【1】教員としての資質・能力の向上に関する観点
　教職科目における指導上の工夫：本専攻では、保健管理と保健教育のスペシャリストである養護教諭を、さらに保
健教育分野の研究を推進できる資質能力の強化と位置づけし、健康学研究領域を中心とした専門分野からなる科
目を履修できるよう17科目（33単位）に絞って配置している。これらの科目は本専攻の教育目標を進化させた形での
カリキュラム編成を行うと共に免許法施行規則に定める養護教諭一種免許状の科目区分（9区分）を意識した授業と
しているため、大学院で養護に関する科目などの単位を一定数以上取得することで、より高度な専門的知識・技術
等を身に付けられるようにしている。これにより、「研究者としての養護教諭」・「ミドルリーダーとしての養護教諭」とな
り得る学修内容を保障している。
【2】学校現場における実践的指導力の向上に関する観点
　免許状必修科目の「学校保健学特論Ⅰ・Ⅱ」において、現代的な健康課題の事例検討や疾患理解教育の指導案
開発など、高度な保健管理・保健教育を施すことに汎用できる実践的能力（企画力・調整力・実行力）と研究力（問題
解決能力）の育成を目的として講義を行っている。学習形態としてはアクティブ・ラーニングを導入した課題探求型、
課題解決型の方法により行っている。
【3】進路支援・採用試験対策に関する観点
　教職員が協働して、受験する自治体に応じた面談、救急処置、保健指導等々の採用試験対策を行い、個別指導、
個別支援を実施した（実績：令和7年度山口県の養護教諭正採用1名を輩出）。
【4】教職課程の現状と課題に関する観点
　この課程の完成年度（2021）から、8名が養護教諭専修免許状を取得し、3名が採用されており、課程認定校として
一定の役割を果たしていると考えられる。しかしながら、大学院進学率を向上させ、より質の高い養護教諭を輩出す
ることが課題である。


